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普通冷蔵でのゴールデンデリシャスは収塵時期を変　　性が低かった○

えても大きな貯蔵期間の延長は望めず，全体的に貯蔵

平核無カキに対する脱渋法確立に関する試験

第1報　内装資材とアルコールの使用量に関する試験

若松幸夫・石黒運爾・阿部健二

（山形県固試砂丘分場）

1．ま　え　が　き

山形県の庄内地方はカキの栽培が盛んであり，これ

は北海道市場に出荷し庄内柿（平核無）の銘柄で確固

たる市場位置を築いている。

昭和45年度の作付面詰は兼成木4ス480a，成木

45．740a，合計81070aが植付されている。

最近は包装資材として木箱からダンボール箱を使用

する方向にあるが，ダンボール箱を使用する場合に内

装資材について，問題がでてきており，その場合にア

ルコールの使用量についても明らかでない点があるの

で，内装資材との組合せにより検討を行なった。

2．試　験　方　法

1．供試果実　10月2D日収倭　S S優

2．供試アルコール　未変性55多

5．供託内装資材

ポリェチレン（0．02沈み）

クラフト用紙（出荷規格用）

4．供試アルコール量

75（∬，150じC，200cc（果実重20旬）

5．供試箱数10晦ダンボール箱　各々2箱

占．処理方法　10月21日にそれぞれ所定量の　ア

ルコール処理後密閉し，室内に放置した。室内温

度25℃，最低温度15℃

7．調査方法

処理12日後に開封，各処理区ともに各段より

中心列の果実をとりだし，その中から無作為に12

個選び，硬度，糖度，脱渋程度，障害巣を調査し，開封

5日後に硬度，糖度の測定を実施し，また，開封後2

～5日ごとに軟化率を調査した。

5．試験結果および考察

1．脱渋速度はポリエチレソのほうがすぐれ，ポリ

エチレン75（£（果実20晦に対し）区がクラフト紙

の200は区に匹敵する脱渋状況を示した。すなわち，

処理後12日臼の開封ではポリェチレンの場合，果実

20Kg当り150（尤あれば充分であるが，クラフト紙の

場合は脱渋速度がおそく，12日臼の開封では不安定

であり，前試験等の結果からみても温度条件にもよる

が，開封日は処理後14日は必要と考える。

また採取時期にもよるが10月20日前後では，内

装資材がクラフト紙の場合は果実20KP当り200u：

は必要と考える（第1衰）。

2．内装資材がポリエチレンの場合はクラフト紙よ

り軟化が進み，また，内装資材を問わずアルコール量

が多いほど，軟化状態が促進することが認められた。

5，内装資材がポリエチレンの場合，アルコールの

量にかかわらず脱渋前の着色状態を維持し，いわゆる，

朱色の着色状態にならず，クラフト紙に比佼し，仕上

り状態が不良であった。また，ポリエチレンの場合は

外観の汚染が目立っていた。

以上を総合すると内装資材がポリエチレンの場合は

クラフト紙に比べ，脱渋速度が早く∴渋あがりがすぐ

れ，またアルコール量も約半量程度であるが，反面仕

上りも悪く，黒変異の発生が出やすく，日持ちも劣る

ので，流通上聞題があると考える。
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第1衰　脱渋処理巣の調査

アル コ・－づレ畳 内　 装　 資　 材

開　　 封　　 時　　 1 1 月 2 日 1 1 月　 7　 日

硬　　 度 糖　　 度 汚 染 束 の 有 無 脱　 渋 皮 硬　　 度 糖　 度

7 5 し℃

1 0．5 0

1 5 ．8 ＋

0　　 0 痴

8 7．5 1 5 ．1

ポ リェチ レン　 2 0．5 8 △　 8 5．5 8 5 ．8 1 5 ．5

M 0 ．5 5 ×　 1 8．7 8 8 ．占 1 5．5

1 0 ．5 9

1 5 ．9 －

0　　　 0 8 8 ．4 1 4 ．5

クラ フ ト紙　 2 0．5 0 △　　　 0 8 6 ．5 1 5 ．9

M 0 ．5 5 ×　 1 0 0 8 8 ．4 1 4 ．1

1 5 0 c c

1 0 ．1 0

1 5 ．8 ＋

（⊃　　 7 5 8 1．2 1 2 ．8

ポ リエチ レン　 2 0．5 9 △　　 2 5 8 5 ．2 1 5 ．5

M 0 ．2 4 ×　　　　 0 8 5．2 1 5 ，2

1 0 ．5 8

1 4 ．2 －

0　 4 1．8 8 5 ．9 1 4 ．8

クラ フ ト紙　 2 0．5 9 △　 2 5．0 8 5．8 1 5 ．0

M 0 ．5 8 ×　　 5 5．4 8 5 ．9 1 5 ．8

2 0 0 c c

1 0 ．2 8

1 5 ．° ＋

0　 1 0 0 8 2 ．占 1 5．7

ポ リェチ レン　 2 0．1 8 △　　　 D 8 占．5 1 5 ．4

M 0 ．2 1 ×　　　　 0 8 4．d 1 5 ．8

1 0 ．5 2

1 4 ．4 －

0　 4 1．8 8 5 ．9 1 4 ．7

ク ラ フ ト紙　 2 0．1 7 △　 5 0．0 8 4 ．5 1 5 ．9

M 0 ．2 4 ×　　　 8．4 8 5 ．2 1 4 ．5

第2表　開封後の日持ち状態

ア ル コーづ レ畳 内 装 資 材

黒　　　 帯　　　 軟　　　 化　　　 率　　　 （痴 ）

1 1月 5 日
7 1 0 1 2 1 4 1 7 1 9 2 1 2 4 2 8

7 5 じC

1 0 0 4 ．1 4．1 4 ．1 1 占．d 2 0 ．8 5 5 ．5 5 0 ．0 5 8．5

ポ　　 リ 2 4 ．1 4 ．1 1 2 ．5 1 2 ．5 1 8 ．8 2 9 ．1 5 5 ．5 4 1．8 d 占．る 7 5．0

M 2．1 2 ．1 8 ．5 8 ．5 1 0 ．4 2 2 ．9 2 7 ．1 5 7．5 5 8 ．5 ‘ 8 ．7

1 0 0 4 ．1 4 ．1 4 ．1 1 2．5 1 ム d 2 0 ．8 5 5．5 5 7．5

ク ラ フ ト 2 0 0 0 0 4 ．1 2 0 ．8 2 5 ．0 2 9 ．1 5 4 ．1 5 8 ．5

M 0 0 2 ．1 2 ．1 4 ，1 1 占．7 2 0．8 2 4 ．9 4 5 ．7 4 7．9

1 5 0 t℃

1 0 D 2 9 ．1 2 9 ．1 4 5 ．8 7 9 ．1 7 9 ．・1 9 1．8 9 5 ．8 1 0 0

ポ　　 リ2 4 ．1 4 ．1 1 2 ．5 2 0 ，8 4 5 ．8 8 2 ．5 7 0 ．8 7 9 ．1 9 1．8 9 5 ．8

M 2．1 2 ．1 2 0 ．8 2 4 ．9 4 5 ．8 7 0 ．8 7 4 ．9 8 5 ．4 9 5 ．7 9 7 ，9

1 0 0 4 ．1 8 ．5 8 ．5 1 2 ．5 1 2．5 2 5 ．0 4 1．6 5 0 ．0

ク ラ フ ト2 0 0 8 ．5 8，5 1 8 ．d 4 1．8 4 1．8 5 0 ．0 7 0．8 7 9 ．1

M 0 0 8 ，2 8 ．5 1 2 ．5 2 7 ．1 2 7．1 5 7．5 5 8 ．2 5 4 ．8

2 0 鮮

1 0 4 ．1 5 4 ．1 8 2．5 9 1．8 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

ポ　　 リ 2 0 0 2 5 ．0 2 5 ．0 5 0 ，0 7 9 ．1 8 5．5 1 0 0 1 0 0 1 0 0

M 0 2 ．1 5 9 ．8 4 5 ．8 7 0 ．8 8 9 ．占 9 1．7 1 0 0 1 0 0 1 0 0

1 0 0 4 ．1 4 ．1 8 ．5 2 0 ．8 2 9 ．1 5 7 ．5 5 4 ．1 5 4 ．1

ク ラ フ ト 2 0 0 1 2．5 2 0 ．8 2 5 ．0 5 5 ．5 5 7．5 5 0 ．0 7 5 ．0 7 9 ．1

M 0 0 8 ．5 1 2 ．5 1 8．7 2 7 ．1 5 5 ．5 4 5 ．8 8 9 ．8 8 8 ．る


